
■Hik-Connectで共有するカメラの閲覧設定方法 

 

本マニュアルでは共有するカメラの閲覧設定の方法を記載します。 

 

手順 

１．Hik-Connectアプリを立ち上げます。 

 

２．…を選択します。 

  ※左上のマークが の場合のみ…が表示されます。 

   が表示されている場合はそこを選択すると に切り替わります。 

  



３．デバイス名を選択します。 

  



４．共有したいカメラを に、共有したくないカメラを にします。 

  



５．表示されているカメラが４．で に設定したカメラであることを確認します。  

  



６．別資料の「HIKVISION_Hik-Connect登録方法」のレコーダー共有設定を行います。 

 

７．「詳細」を選択します。 

  



８．「共有設定を管理する」を選択します。 

  



９．共有されているアカウントの一覧が表示されますので、共有するカメラの閲覧設定を

行いたいアカウントを選択します。 

  



１０．デバイス名を選択します。 

  



１１．４．で に設定したカメラが共有されていることを確認します。 

  



補足 

上記例では、共有している側（以降「ホスト」と記載する）の閲覧できるカメラ台数が４ 

台、共有されている側（以降「ユーザー」と記載する）も閲覧できるカメラ台数が 4台と 

なっています。 

 

ホストは他のカメラも閲覧したい、ユーザーは上記で設定した４台のみ閲覧させたい場合 

は以下の手順で設定できます。 

 

手順 

１．再度１．～３．の手順を行います。 

 

２．閲覧したいカメラを に設定します。 

  



３．２．で設定したカメラが閲覧できていることを確認します。 



４．ユーザ側は 4台のみ閲覧できる設定になっていることを確認します。 

 

ホスト側で閲覧を可能にしたカメ

ラが追加されている。 

だが、ユーザ側への閲覧は不可にな

っている。 

 

ユーザ側にも他に追加したいカメ

ラが出てきた場合は、チェックマー

クを入れて「OK」を選択する。 


